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文書の記録が多く残されている本州西南部では，過去約1300年間に発生した巨大地震・津波の履歴が古文

書・歴史書から検討されている．これに対して北海道東部の歴史記録は19世紀以降に限られているため，それ

以前における地震・津波の繰り返し間隔は地質学的手法によって明らかにするしかない．こうした背景か

ら，過去に発生した海溝型地震とそれに伴った津波の履歴を調べるため，津波堆積物に関する研究が，北海道

東部の湿原域で1990年代より行われてきた．その結果，過去数千年間にわたり平均して約340-380年の間隔

で巨大な津波が発生していたこと（Nanayama et al., 2003; Sawai et al., 2009; Ishizawa et al., 2017），最

後の巨大津波は17世紀頃（1630年頃？）に発生したこと（Ishikawa, 2013; Nanayama, 2020）が明らかにさ

れた．発表者らは，こうした巨大津波によって過去の海岸がどのような影響を受けたのかを明らかにするた

め，地形・地質の調査を行ってきた．本講演では，その成果の一部を報告する． 

 

地形・地質の調査は，北海道浜中町の浜堤列平野である霧多布湿原において行った．まず，地形の特徴を詳細

に把握するため，無人航空機を使用したフォトグラメトリ（写真測量）を行った．浜堤は海岸線と平行に分布

する地形的な高まりだが，現在の海岸線から約300m内陸に位置する浜堤において，海岸線と直行方向に浜堤

を切るような池沼・湿地が点在することが明らかになった．次に，地下の堆積構造を推定するために池沼を横

断・縦断する方向で地中レーダー探査（GPR）ところ，浜堤の砂層を示すGPR反射面が池沼の地下において切

断されていることがわかった．さらに，GPR反射面が示す堆積物を確認するため，ジオスライサーによって柱

状堆積物試料を採取した．試料を肉眼と医療用CTで観察したところ，浜堤の砂層が侵食され，その上に砂層と

泥炭層が堆積していることが確認できた．侵食痕の直上で認められた砂層は，中礫～大礫サイズの泥炭の塊を

含むイベント層と考えられた．本研究で確認された池沼は，その地形的特徴，GPR反射面が示す堆積構造，地

下で見られた堆積物を総合的に判断し，津波や暴浪によって形成された穿掘池（scour pond）と推定された．

 

 

Scour pondの形成年代は，堆積物中の火山灰層によって推定した．ジオスライサーによって採取された試料に

は明瞭な火山灰層が認められる．火山灰層の起源を推定するためにEDX分析を行ったところ，本研究で見られ

た火山灰層は，上位より樽前aテフラ（Ta-a，1739年），駒ヶ岳c2テフラ（Ko-c2，1694年），駒ヶ岳dテフ

ラ（Ko-d，1640年）と考えられた．Scour pondの泥炭層は駒ヶ岳dテフラの少し前から堆積が始まっている

ことから，scour pondは17世紀の巨大津波によって穿掘されたものと考えることができる．なお，scour

pondの湖底堆積物中に見られたイベント堆積物は，海岸が穿掘された直後に堆積した津波堆積物と解釈するこ

とができる． 

 

仮に，本研究で検討されたscour pondが17世紀の巨大津波によるものであるとすれば，当時の海岸線は現在

よりも約300m内陸に位置していたことを意味している．17世紀のイベントが発生した当時の地殻変動を復元

した研究によれば，地震が発生する前に海岸は継続的に沈降し，地震が発生した後に数十年かけて隆起し離水

した（Sawai et al., 2004）．現在の海岸は，その離水イベントによって300m程度広がったものと考えれば矛

盾がない． 

 

本研究の一部はJSPS科研費（20H01988）により実施した． 
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